
番号 件名 所管課 回答日

1
買物難民対策に
ついて

政策推進部
交通政策課

12月3日

2
車のナンバープ
レート作成につい
て

商工観光部
観光・シティプロ
モーション課

12月3日

3
アナログ防災行政
無線の再開につ
いて

総務部
防災安全課

12月18日

車両に係る「ご当地ナンバー」をぜひ導入してほしい。 　「ご当地ナンバー」につきましては、地域の観光名所や特産品、
さらには縁のあるキャラクターをデザインに取り入れることで、そ
の地域の特色と魅力を広く伝える手段として導入する自治体があ
ることを存じ上げております。
　しかしながら、国土交通省が定める「ご当地ナンバー」の導入に
は「対象地域が保有する登録車数等」が一定数を満たす必要が
あり、むつ市やむつ市を含む周辺町村の人口規模ではこの条件
を満たすことが難しい状況です。
　そのため、現時点では「ご当地ナンバー」の導入につきまして前
向きな回答はいたしかねますことを御理解賜りたいと存じます。
せっかくの貴重な御提案をいただきながら、御期待に沿えず大変
申し訳ございません。
　今後とも、当市行政への御理解と御協力を賜りますようお願い
申し上げます。

町内全体に緊急放送が行き渡るよう、アナログの無線放送を再開し
てほしい。

　市では昨年１２月に電波法の改正による無線通信のデジタル化
に伴い、アナログ防災行政無線放送からデジタル防災行政無線
放送への切り替えを行っております。
　町内会館付近に設置されていた防災無線をはじめとした、アナ
ログ防災行政無線設備は市内に約２８０基設置しておりましたが、
電波法の改正により使用不可となりました。
　デジタル防災行政無線放送は、主に津波に関する情報を発信
するため、沿岸部へ約９０基を整備しております。これに伴い、放
送の聞こえる範囲が変更されました。
　ご要望のスピーカーの増設につきましては、市の計画としてはあ
りませんが、新たな情報伝達手段として、御自宅の固定電話・ＦＡ
Ｘへ津波情報や避難情報等を配信するサービスを導入する予定
です。
　今後も、緊急時の情報については情報伝達手段の多重化、多
様化を図り、しっかりと情報が届きますよう取り組んでまいります
ので御理解賜りたいと存じます。

市民の声と市の回答

市の回答市民の声（要旨）

11月に行われていた自動運転バスの運行ルートについて、バスストッ
プの位置について、本線以外の支線の態様はどのようになっている
のか。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（町内会からのご意見）

　市では、市内交通事業者の運転手不足及び高齢化により、公
共交通の維持・確保が難しくなっている状況を解消するため、将
来的な自動運転の本格導入を見据え、今年度から複数年の予定
で自動運転バスの実証運行事業を実施しております。
　本事業は現在、ドライバーが乗車し必要に応じて手動運転を行
う自動運転レベル２で実施しておりますが、将来的には、ドライ
バーが同乗することなく車両が走行できる自動運転レベル４での
通年運行を目指しており、実証運行事業を通じて、レベル４での
運行に係る技術的な課題を洗い出すなど、早期の移行実現性を
検証するものとなります。
　その中で、今回のルートの設定は、当市において初の自動運転
バスの運行となることから、より多くの市民の皆様に御覧いただ
き、実際に御乗車いただくことなどを通じて、市民の皆様に自動運
転バスが受け入れられる社会受容性を醸成するため、市の他の
地区と比べて特に人口密度が高い人口集中地区を中心に、小売
店や病院、下北駅等の主要施設を結び、多くの方の利用が見込
まれる走行経路を設定したものであり、あくまでも試行的なもので
あります。
　また、市では今年度、市内の公共交通を取り巻く現況や課題を
整理し、効果的かつ効率的な公共交通体系への見直しを図るとと
もに移り変わる環境の変化に対応できる持続性の高い公共交通
ネットワークの構築に向け、むつ市公共交通再編計画を策定する
こととしており、既存のバス路線や運行ダイヤの見直しについても
検討をしております。
　こうした状況から、自動運転バスの運行経路につきましては、今
後の実証運行の結果を踏まえ、自動運転での運行の安全性や効
率性、バスを利用される方の利便性等を考慮するとともに、他の
公共交通との連携も含め、総合的に検討の上、設定してまいりた
いと考えておりますので御理解を賜りたいと存じます。


